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学
校
」
が
八
月
四
日
、
本
学

な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
学
で
は
留
学
生
十
四

人
と
在
学
生
六
人
が
、「
現
代

と
伝
統
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
と
う
ち
わ
作
り
で
交

流
し
ま
し
た
。 

 

留
学
生
は
、
パ
ソ
コ
ン
に

自
分
た
ち
で
撮
影
し
た
写
真

を
取
り
込
ん
で
図
柄
を
レ
イ

ア
ウ
ト
。
特
殊
シ
ー
ト
に
プ

リ
ン
ト
し
て
、
白
生
地
に
転

写
す
る
手
順
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

仕
上
げ
、
出
来
栄
え
を
批
評

し
合
い
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

 
公開講座の翌日、義援金を手渡す 
木梨教授（左）＝９日、新潟日報 

つ
け
さ
せ
て
世
の
中
に
送
り
出

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

卒
業
生
に
は
、プ
ロ
の
技
法
、

技
術
、
心
組
み
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
身
に
付
け
た
人
間
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
い
つ
も
新
鮮
に

世
の
中
と
向
き
合
う
に
は
、
ア

マ
の
よ
う
な
発
想
、
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
対
応
す
る
柔
軟
な
発
想

も
大
事
で
あ
る
。
学
院
大
か
ら

発
信
す
べ
き
も
の
は
、
ア
マ
ら

し
い
新
鮮
さ
な
発
想
を
持
ち
合

わ
せ
た
プ
ロ
の
卒
業
生
で
あ

る
。
す
ば
ら
し
い
若
い
人
を
世

に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。 

黒
帯
は
有
段
者
、
白
帯
は
素
人

で
あ
る
。
ア
マ
と
プ
ロ
の
違
い

は
大
き
い
。
端
的
に
言
え
ば
、

ア
マ
は
そ
の
分
野
を
楽
し
む

人
、
プ
ロ
は
そ
の
分
野
で
金
を

稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で

あ
る
。 

我
々
が
こ
の
世
の
中
に
生
き

て
い
く
う
え
は
、
何
ら
か
の
プ

ロ
で
あ
り
た
い
。
専
門
性
を
持

っ
て
生
き
た
い
。
専
門
性
を
持

っ
た
人
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。
プ
ロ
は
そ
の
た

め
に
自
分
の
気
力
を
毎
日
充
実

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

金
沢
学
院
大
学
同
窓
会
「
翠
会
」
の
平
成
十
六
年
度
総
会
は
八
月
一
日
、
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
石
田
寛
人
学
長
が
「
大
学
か
ら
発
信
す
べ
き
も
の
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
し
ま
し
た
。
石
田
学
長
は
「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
柔
軟
な
発
想
が
で
き
る
プ
ロ
を
本

学
か
ら
出
し
続
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

 
元五輪選手による相談コーナー 
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第 100号 

ア
マ
の
発
想
で
き
る
プ
ロ
を 

専門性持たせ送り出す 
 

相
撲
の
世
界
で
は
、
勝
ち
は

白
、
負
け
は
黒
、
犯
罪
に
関
し

て
は
白
は
潔
白
、
黒
は
犯
人
を

指
す
。
黒
は
必
ず
し
も
悪
い
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
柔
道
で
は 

プ
ロ
は
ア
マ
に
な
い
知
識
、

総
合
的
見
識
を
持
っ
て
い
る
。

ア
マ
の
発
想
を
具
現
化
す
る
の

は
プ
ロ
の
技
術
、技
法
で
あ
る
。 

 

大
学
は
新
し
い
卒
業
生
を
毎 

年
送
り
出
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
ぜ
ひ
、
プ
ロ
と

し
て
の
人
材
を
送
り
出
す

必
要
が
あ
る
。「
職
業
教
育

の
場
」
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
生
き
て
ゆ
け
る
分
野

を
知
り
、
自
分
は
何
を
や

る
の
か
を
き
ち
ん
と
身
に 

翠
会
の
名
前
の
由
来
は
学
生
便

覧
に
、「
命
の
源
で
あ
る
緑
に
囲
ま 

れ
、
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
に
そ
び
え
立
つ

学
園
の
中
で
建
学
の

精
神
が
培
わ
れ
、
育

つ
の
を
見
守
っ
て
ゆ

こ
う
」
と
い
う
意
味

を
込
め
た
と
書
か
れ

て
い
る
。
一
般
的
に

緑
（
青
）
は
季
節
の

春
、
方
角
で
は
東
を

表
し
、
こ
れ
か
ら
伸

び
ゆ
く
も
の
を
意
味

す
る
色
で
あ
る
。 

 

緑
や
青
の
反
対
色

は
何
か
と
い
う
と
、

ボ
ク
シ
ン
グ
の
コ
ー

ナ
ー
は
赤
と
青
だ

が
、
柔
道
着
は
青
と

白
で
対
戦
す
る
。
白

虎
（
び
ゃ
っ
こ
）
と

青
龍
は
対
峙
す
る
位

置
に
い
る
し
、
親
し

い
人
を
見
る
目
は

「
青
眼
」
、自
分
の
気 

に
入
ら
な
い
人
を
見
る

目
は
「
白
眼
」
と
い
う
。

白
は
何
に
対
し
て
も
並

存
す
る
色
、
反
対
の
色
な

の
で
あ
る
。 

石
田
学
長 

翠
会
総
会
で
講
演 

感
謝

清
鐘
台
通
信
は
２
０
０

１
年
１
月
に
「
金
沢
学
院
大
学

通
信
」
と
し
て
発
行
を
開
始
し

て
以
来
、
お
蔭
さ
ま
で
１
０
０

号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
情
報
の
提
供
な

ど
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
広
報
室 

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
う
ち
わ
づ
く
り
で
交
流 

本
学
で
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
職
人
大
学
校 

元

五
輪
代
表
の
ス
ポ
ー
ツ
相
談
も 新

潟
・
福
井
豪
雨
で 

募
金
と
見
舞
金
贈
る 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
大
学

は
、
七
月
の
新
潟
・
福
井
豪

雨
に
よ
る
被
災
者
を
支
援
す

る
募
金
を
行
い
、
教
職
員
か

ら
計
二
十
万
一
千
五
百
九
十

四
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
半

額
の
十
万
七
百
九
十
七
円
ず

つ
を
八
月
九
日
と
十
日
、
両

県
へ
贈
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
実
家
が
被
災
し
た

新
潟
県
長
岡
市
出
身
の
皆
川

明
永
さ
ん
（
経
営
情
報
学
部

二
年
）
に
見
舞
金
五
万
円
を

贈
り
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学

院
短
期
大
学
の
第
二
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
八
月
十

一
日
、
学
内
で
行
わ
れ
、
来

春
に
受
験
を
控
え
た
高
校
三

年
生
ら
三
百
六
十
人
と
父
母

の
計
四
百
五
十
人
が
来
校

し
、
本
学
の
学
部
学
科
構
成

や
教
育
内
容
に
理
解
を
深

め
、施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
元
五
輪
選
手
で

あ
る
渡
辺
涼
子
助
教
授
、
古

章
子
講
師
、
板
倉
美
紀
職
員

の
三
人
が
コ
ー
ナ
ー
を
構

え
、
ス
ポ
ー
ツ
部
所
属
の
生

徒
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ 

第
２
回
オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス
催
す 

 

第
十
七
回
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン

ト
―
世
界
留
学
生
交
流
・
い

し
か
わ
２
０
０
４
の
催
し
の

一
つ
と
し
て
「
金
沢
職
人
大 

ま
し
た
。 

 

生
徒
は
学
食
で
本
学
の
味

を
試
食
し
、
オ
ー
プ
ン
授
業

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気

を
満
喫
し
ま
し
た
。 


